
発刊 『万葉集遠江歌考』を読む 後藤悦良著 

 賀茂真淵記念館で長年講座講師を務める浜松史蹟調査顕彰会専門委員後藤悦良氏が、先に刊行し

て好評を博した、「岡部日記・訳注」および「賀茂真淵の長歌鑑賞」に続き、長年の国学研究の成

果をまとめたものです。万葉を愛し、「万葉考」に至る賀茂真淵の万葉研究の原点『万葉集遠江歌

考』に収められた、遠江で詠まれた歌や、遠江出身の防人の歌や東歌など１9首について、口語訳

だけでなく語釈、そして著者独自の視点から解説を加え、丁寧にまとめられた一冊です。真淵の

和歌を理解する上で貴重な１冊といえます。 

B5 版７４ページの仕様で、１冊５５０円で記念館で販売します。谷島屋書店連尺店、谷島屋メイ

ワン店では 12月 1日から販売されます。 

 

【
口
語
訳
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真
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に
よ
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集
の
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説
は
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大
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詳
細
で
す
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し
か
し
、
解
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中
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で
は
な
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説
明
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仕
方
を
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語
釈
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本
文
に
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場
す
る

語
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の
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後
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と
な
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資
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を
掲
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【本文の内容構成】 

上：表紙  右：口絵 

主
な
内
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〇
万
葉
集
遠
江
歌
考
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つ
い
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〇
遠
江
歌
考
序
（
内
山
真
龍
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〇
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
十
九
首
の
鑑
賞 
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・
引
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目
甕
麿
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

一
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五
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集
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五
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歌
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葉
仮
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よ
み
カ
ナ
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榛
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（
真
淵
に
よ
る
歌
の
解
説
本
文 

翻
字
） 

真
淵
に
よ
る
万
葉
集
の
解
説
は
、
大
変
詳
細
で
す
。
し
か
し
、
解
釈
の
中

身
だ
け
で
は
な
く
、
丁
寧
か
つ
詳
細
な
説
明
の
仕
方
が
味
わ
え
ま
す
。 

賀茂真淵記念館で販売 ５５０円 

※代金振り込みによる郵送も可能です。 上：万葉集遠江歌考 


